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牛に移植した 10G-SW、融解後にストロー内で 12.5%シュークロースおよび 20%CS添加修正 PBS と
混合して一段階で耐凍剤を希釈除去し胚の生存性を判定した後に受胚牛に移植した 10G-ISD、10%エ
チレングリコールおよび 20%CS添加修正 PBS を凍結溶液として融解後に耐凍剤の除去操作を行わず
直ちに受胚牛に移植した 10E-DR、10%エチレングリコール 0.1mol/L シュークロースおよび 20%CS
添加修正 PBS を凍結溶液として融解後に耐凍剤の除去操作を行わず直ちに受胚牛に移植した
10E1S-DR、10%グリセリン 0.25 mol/L シュークロースおよび 20%CS添加修正 PBS を凍結溶液とし
て融解後に耐凍剤の除去操作を行わず直ちに受胚牛に移植した 10G25S-DR、5%グリセリン 0.1 mol/L
シュークロースおよび 20%CS添加修正 PBS を凍結溶液として融解後に耐凍剤の除去操作を行わず直
ちに受胚牛に移植した 5G1S-DR の 6 手法を用いてインタクト胚とバイオプシー胚の保存後の生存性
と受胎性を調べた。その結果、インタクト胚の受胎率は凍結法との間には有意差は認められなかった





 第 3 章では、ガラス化保存したウシ胚をストロー内希釈後に直接移植する方法を農家段階で実用化
するために、加温温度、加温後の経過時間、希釈液の組成が加温後の胚の生存性に及ぼす影響を検討
した。媒精後 7～8 日目に発生した胚盤胞をガラス化溶液(VSED: 25% EG + 25% DMSO)で平衡した
後にストロー内でガラス化保存し、加温後に胚の生存性と発育性を調べた。加温温度は 20℃区と 30℃
区において加温後の胚の生存率および透明帯脱出率に有意な差は認められなかった。また、加温後の
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 第 5 章では、ガラス化保存したウシ性判別胚を加温後直ちに受胚牛に移植するために、耐凍剤のス
トロー内希釈が移植後の受胎性と子ウシ生産性に及ぼす影響を調べた。過剰排卵処理を施した供胚牛










 第 6章では、ホルスタイン種泌乳牛の卵巣より OPU により採取した卵と性選別精液を用いて体外受
精し、性判別胚の生産効率と性判別胚の移植による子ウシ生産状況を調べた。供試牛に多排卵処理
（SOV区）または卵胞発育同調処理（FGT区）を施した後、直径 5 mm 以上の卵胞から卵を採取し、
ホルスタイン種雄牛の性選別精液を用いて媒精し、胚盤胞期胚以降への発生能を調べた。また、媒精
後 7 および 8 日目の胚盤胞期胚および脱出中胚盤胞期胚を受胚牛に移植した。SOV区および FGT区
における採取卵数に有意な差は認められなかった。SOV区では採取卵のうち 62.1%が成熟卵であった
が、FGT 区の採取卵は全て未成熟卵であった。媒精後 7～9 日の胚盤胞期胚率は試験区間に有意な差
は認められなかったが、供卵牛１頭当たりの胚盤胞期胚数は SOV区が FGT区に比べて有意に多かっ











のための課題を提示した。また、SOV 処理後に OPU により採取した体内成熟卵と性選別精液との体
外受精による新しい性判別胚の生産システムが後継牛生産に有効な手法であることを示した。 
















方法は 10%グリセリンおよび 20%子ウシ血清（以下、CS）添加修正 PBS を凍結溶液として融解後に
段階的に耐凍剤を希釈除去し胚の生存性を判定した後に受胚牛に移植した 10G-SW、融解後にスト
ロー内で 12.5%シュークロースおよび 20%CS添加修正 PBS と混合して一段階で耐凍剤を希釈除去し
胚の生存性を判定した後に受胚牛に移植した 10G-ISD、10%エチレングリコールおよび 20%CS 添加
修正 PBS を凍結溶液として融解後に耐凍剤の除去操作を行わず直ちに受胚牛に移植した 10E-DR、
10%エチレングリコール0.1mol/Lシュークロースおよび20%CS添加修正PBSを凍結溶液として融解
後に耐凍剤の除去操作を行わず直ちに受胚牛に移植した 10E1S-DR、10%グリセリン 0.25 mol/L
シュークロースおよび 20%CS添加修正 PBS を凍結溶液として融解後に耐凍剤の除去操作を行わず直
ちに受胚牛に移植した 10G25S-DR、5%グリセリン 0.1mol/L シュークロースおよび 20%CS添加修正
PBS を凍結溶液として融解後に耐凍剤の除去操作を行わず直ちに受胚牛に移植した 5G1S-DR の 6 種
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類を用いてインタクト胚とバイオプシー胚の生存性と受胎性を調査した。その結果、インタクト胚の
受胎率は凍結法との間には有意差は認められなかったが、バイオプシー胚の受胎率は 10E1S-DR が新






に発生した胚盤胞をガラス化溶液(VSED: 25% EG + 25% DMSO)で平衡した後にストロー内でガラス
化保存し、加温後に胚の生存性と発育性を調査した。加温温度は 20℃区と 30℃区において加温後の胚












となく直ちに受胚牛に移植した DIR 区の受胎率は 62.5%であり、いずれもガラス化保存していない
NV区（56.3%）と差のない受胎率が得られた。ストロー内希釈後のストロー内のエチレングリコール



















（FGT区）を行った後に直径 5 mm 以上の卵胞から卵を採取し、ホルスタイン種雄牛の性選別精液を
用いて媒精し、胚盤胞期への発生能を調べた。また、媒精後 7 および 8 日目の胚盤胞期胚および脱出
中胚盤胞期胚を受胚牛に移植した。SOV区および FGT区における採取卵数に有意差は認められなかっ
た。SOV区では採取卵のうち 62.1%が成熟卵であったが、FGT区の採取卵は全て未成熟卵であった。
媒精後 7～9 日の胚盤胞率は試験区間に有意差は認められなかったが、供卵牛 1頭当たりの胚盤胞生産
数は SOV区が FGT区に比べて有意に多かった（P < 0.05）。また、SOV区および FGT区で生産し
た性判別胚の移植後の受胎率、在胎日数および産子の生時体重に有意差は認められなかった。このこ





とが示された。さらに、SOV 処理後に OPU により採取した体内成熟卵と性選別精液との体外受精に
よる新しい性判別胚の生産システムは、酪農の後継牛生産に有効な手法であることを明らかにした。
これらの研究成果は、胚移植による子ウシ生産の性別制御システムとして、酪農および肉牛生産の経
営の発展に大きく寄与するものと考えられる。以上のことから、本論文は博士（学術）を授与するの
にふさわしい研究業績であると判定した。 
